
平成２０年度 旭が丘小学校プロフィール 

記 述 項 目 記   述   内   容 

１ 目指す学校像 

学び合い，思いやりの心と生きる喜びがあふれる学校 

○ 基礎基本を大切にし，確かな学力をはぐくむ学校 

○ 自ら学び，思いを伝え合う力をはぐくむ学校 

○ かけがえのない命を大切にする学校 

○  人間として尊重される喜びを感じる学校 

○  保護者や地域の人から信頼される学校 

６ 学校経営の基本 

方針について 

重点１：基礎・基本の確実な定着（学力保障） 

    ・「読み，書き，計算」を基盤とした繰り返し学習に取り組む。 

    ・CRT 学力調査，全国学力調査の結果を分析し，授業改善に生かす。 

重点２：人権教育，特別支援教育，心の教育の充実（豊かな人間性） 

    ・人権教育推進行動計画の見直しと実践 

    ・特別支援教育推進指針に基づいた取り組み 

    ・心の相談員による教育相談の充実 

重点３：保護者・地域との連携強化（開かれた学校） 

    ・保護者・地域と連携した防犯活動の充実 

    ・学校開放日の実施 

    ・学校評価の実施と公表 

重点４：教職員の指導力の向上（授業力の向上） 

    ・授業研究の日常化 

２ 「価値」を提供する 

相手方について 

① 相手方の区分 

 

児童 

 

 

保護者 

 

地域 

 

中学校 

② 現在の要求・期待 

勉強がわかりたい 

友達を仲良くしたい 

楽しい行事をしたい 

学力をつけてほしい 

挨拶ができる子にな

ってほしい 

やさしさや思いやり

のある子になってほ

しい   

子どもを危険から守

ってやりたい 

学校教育活動に協力

したい 

 

学習面や生活面で

小・中の連携を図り

たい 

③ 要求・期待の将来 

変化 

勉強がよくわかるよ

うになった。 

学校が楽しくなった。 

学校の子どもの様子

がわかり，学校との信

頼関係が深まった。 

安全安心な地域づく

りができた。 

学校での子どもの様

子がわかるようにな

った。 

中学校の生活の様子

がわかり，中１ギャ

ップが解消された。 

 

３ 学校を取り巻く環境変

化について 

・ 宅地開発が進み，地域の人口や交通量が増加傾向にある。 

・ 複雑な家庭環境の中で，親とのコミュニケーションがとりにくくなり，孤立化する子が増

えている。 

・ 保護者や地域から，学校に対する要求が増加している。 

 

４ 教職員の人材育成 

について 

・日常の全教育活動の中で，ともに活動をすることを通して職員の個性・能力を把握するとと

もに，その場に応じた指導・助言を繰返す。 

・新規採用職員の育成に積極的にかかわる。 

・授業力の向上を図るため，各学年１回の授業研究と全学年での授業の自主公開を実施する。 

・外部研究会への積極的な参加を保障する。 

・学校経営品質の改善に取り組み，活気ある教師集団をつくる。 

５ パートナーについて 

①主要なパートナー 

保護者 

 

地域住民 中学校校区の幼・ 

小・中学校 

白子高校・鈴鹿高専 

②パートナーとの 

関係の将来変化 

学校が信頼され，協力

が得られる。 

学校教育活動に積極

的に協力が得られる。 

生活面・学習面で確か

な連携が深まる。 

文化交流が推進され

る。 

７ その他情報 

① 児童生徒数 

② 教職員数 

① 児童数 ９２１名（平成２０年５月１日現在） 

② 教職員数 ４４名（基準３２＋養２＋事２＋加配８） 

加配（みえ３０人３，支援１，通級１，尐人数２，初任１） 

 


